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結果及び考察

　前報哺において，東西食文化の象徴的指標となるも

のと推定される端午の節句の食について，全国的な資

料21に基づいて，東西食文化の対立という立場から整

理し解析した結果を報告した。

　本報では，クラスター分析法にて，端午の食関係，

柏餅，餅，綜類について解析した結果を報告する。

研究方法

　解析の対象としたデータは「日本の食生活全集」2）の

内容を選択，整理したものである。

　調査地域は衰1（3，4，5）に示したごとくであっ

て，何れも150地域である。㈲は柏餅を中心として解析

するために選び出した地域であるが，柏餅が認められ

ない府県が存在している。主に餅について解析に供す

るために選んだ地域が（4〕であり，同じく椋，笹団子，

粒糠nなど主に綜類について鯉析に供した地域が⑤で

ある。クラス　Pt　一一分析に供した調査項目（変量）は表

2，3，4に示した。
　クラスター分析は，各々150の地域を対象として，

「Lotus　1－2－3多変量解析システム」（オードマン製）3）

を用いて行ったeデータの種類は2値（O，Dであり，

距離は一・致個数とし，分類手法は可変法（β＝－0．25）

1．柏餅を中心として

　柏餅を作る地域の150地域を対象として得られたデ

ソデログラムを図1（その1）に示した。変量数は柏

餅を中心とした29（表2）である。

　図1（その1）のデソデログラムは大きくa，bに，

更にa1，　a2，　bl，　b2のクラスターに分かれる。これら

のクラスターは，更に，それぞれがa11，　al2，　b211，

b21，　b22，　b221，　b222に分かれる。それぞれのクラス

Pt　・一の内容は表2のごとくであり，図2にそれらクラ

スターの分布を示した。

　alは殆どが柏餅のみで，それを100％r柏餅」と呼ん

でいる。a2では，柏餅を「かしわ」と呼ぶ揚合が多く，

綜もかなり作られている。al，　a2共にライ　一一　1〈以東の

関東地方及び東海地方に分布している。

　b1では「かか団子」とその他が，　b2では「しぼ餅」

の名称が目立っている。また，b2で綜がよく作られて

いる。blとb2は共IC，ライソL以西の西日本に分布し

ている。

　a，b共に総てにおいて柏餅を作るが，両者を分ける

主なものはその呼称と柏餅を包む葉である。aでは柏

葉と柏餅の名が，bではサルトリイバラ葉，名称はしば

餅やその他である。また，bでは柏餅以外の食べ物もか
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表1，聞き魯・調査地域一覧

欄f∫貼 鰍刷：錦柏餅を1ヒにした割頭地埴 超旅・；〕餅な韮1二した刈臨1地域椰lff県 酬折制　標級を圭にし尭対憩地域

北iT聞 十帥，櫛II．旭規 十苗，松箭

㍉71獅
亨鯉王半島，下北半高，南部階上 津輔半島1下北半島

可ナ、旧 八n箪｝，i践手盆地，龍角，！i収湖 男距半島，八邸碍，鋼手盆地

鉦’1手 三隠沿岸 昨操，留誠、平探花1旨、拠羽山系 蠕L北尋王示，罪肢，判｝1花指

Ill形 岐上 班上，置阻，庄内那野 村lll盆地，村山山問，最上，置隅，庄内：F野，庄内山埴

丁‘埴 」工理，三謝蜥罪，北上丘，舟彫III，阿拭展虚 仙南1〔コ！il．北上丘股

1高　島 ；1唖り1臼，阿岬臣，石’虎祖置誰 酬！拡地、只見，僻哨朋，石坐蝋1岸 会津猛地、只見，会講し南郷，rl樋り北，阿武醍

掌i鞍 り、映，北鰍川踊 県坐，県嘱水舗，北棉山間 堤緯県火，北韻玉lii1

蛎　ホ 血鰭川，1r軸，那∫‘〔臨八澗山，君賦撫川，両毛出地 燈悪川，拠山．誕験瀧川 兜怒別i，醒昆醸川

耐　川｝ 高崎近郊 奥利艮，吾安，高硝近鄭 興到臥，高町近知

埼　ヨ三 λ開台地，北足立台，11‘剖1低地，川越簡京 監父山地，北昆立fヨ 狭幻ll地

千　息 九十九胆，満朗諸，1㌧北晦丘【聖
席1徹1！，舟概二下｛，南紐丘1セ，利即1岸 湾ロ1：群i㌔¶刊葦1川岸

！｝1，k

_奈川

測II，1桝：楢，却身，㍉曜∫山，火嶽，藺蹄，多席上舐，典争階火

v：』　　　　　　　　　　　　　　　　　1

?站ﾟ妬，正湘，臨，報喚1胎，相映川岐，足柄11澗，津久井

瞬‘蝸，ゴく時，葛館，伊豆ゴこ島

O龍半島，1竃桶11醐

山手i百」山，伊豆穴瑞

ｫ晴山間

珊　圧｝ 岩船 荘筋｛，岩藺，置i脚j旨生，佐謹 軒1源，魚削，佐渡

長　野 蜜駈平，‘声1那各，猟il胤地，帖三久平，粁光㍉ガ平．必三山 寅曇平，諏訪盆地，虹山 ”噌甜臥長野西山

訂　山 窟山郊外，∬瀞置1村 涼見漁村，新川農村

可’1川 喪訂｛商窟 加賀平野，白由麗，河北説．蜘ll混。龍立タト甜 金訳i晰：，能無外西H

禍　井 ～五1井平野，奥越山地，培m湘岸，糀堤由地 描非平野レ奥趣山地，1窪鉤厨1隻、韓狭山地

lh真哩 甲附瀦地、11附剛人，笛吹上流，7苫士川域，八ゲ研龍，篇士五湖， 甲膚盆地，窩士川域，八ケ吊脆 甲府量地

北韻鼎

静　岡 ：苫：ヒll1腕，ρ｝去腿岸，糞井，県北山地 笥士山蛇，伊豆漉」ii，旦A北山地 伊豆｛馴1．劇ヒ山地

甦　知 看二古凪工，1己張水罵，畳軸融岸，西三河，取三f・」，奥軍潤 塩古蹴工，1己畳稲沢，愛知融昨毛，與三河 名古段工，縦弧掴沢、歪知渥岸

岐　，；t ，馴i環野，思那‘1嘱〔，揖斐徳［II 古剛蝸府，恵野綿岨，揖斐書甚山 古河国序壬，悪那串陳，揖斐聴由

三　Ir〔 伊騎平野，伊賀，志摩南二耳毛 研烈，祀伊山間，志邸勘昌主

嵐　貫 IL冠湖，五帽ii 蝿旺湖，蝿琶湖1鮭，朽＊谷 髭琶棚，琵輩湖南，朽木書

】1て雌1 京描近郊，丹礎平地，丹後亜i岸 京綿近郎、丹置海岸

帯　良 奥宇陀，11ギ野川域，十津川器 いかるが，古野川岐，十沖川粥 いかるが，二層1ヨ高犀，呉写；陀，古野川域，十津川器

耳口距ヒ山 τ岨ヒ湘，熈野山間，隅野湿、太地 紀ノ川．熈野山隅，太地 和融而，熊野山駐ロ，太地

大　阪 大臣町塒，大販天満，河内八尾，iq削内．糊晦岸 大暇町塒．il刷内。摂津山間 穴阪町場，天講，大販勤人，八記，北河内，1胴内，摂津山間

兵　諏 湘戸明石，，訓ユF野，揺燃1‡地，凹r海岸，兵正1げ職、灘岳 揺州平野，側略海ll署，甑路 揺封円冊，甑路

岡　山 剛ll沿’；t，　iF価平野1㌔ヤ1“1高琿，　r量‡田山地 岡山沿艮臣，酊部平野，中田山地 岡：岨｝岸，1膏櫛平野，中国111地

広　島 広工鴇畑，中部台地，遺冊高距，蓑北山地 広抽貼唄、ユ辱幅高鳳，芸北山地 広島島颯，双離高庫，縮北山地

几　取 伯唱・山悶 国揺融昌！，m幌山間，躍郷西 ∫も取，囚幅山間，ヨに鋸池，大山山臆値世山閣

島　堰こ 宍道中副，石見山間，｝塒断，臨峡 ジ量道中距，臭出雲，隠峡 出搬平野，奥出腿，穏壇

01　口 潤防大息，山代，長門山地，」モlllj内曲，周防1禰店，載城下 碍訪大島，川訪i号1部、荘城下　　・ 潤訪大島，山代，網勘南部，荘埴下

砺　川 ，1鍛岐，小立畠，阿鍛山龍，訟峡平野，西さぬき，識粧瀬戸 東讃岐、小互乱 」隠鞍，4・豆島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

婦　畠 1！r野北岸，阿酊海岸，’那双下泣，鴫171驚岸，雄几寵人 宕野北川，那買英，阿而蔚岸 珂南法i雌，那買下証，鴨rll翻i覧，距畠商人

高　郊 剤学i響，県西山旭，佐川量地，鮒，掩岸 害長界野，佐川伝地，足摺憩lt 香長平野、鮒翫鋤1董

位　蝦 ：1卯恥，脚ii，《万山，道｛乾甲野，鈍川，盤郡 久万山，道径平野，暁川，堪灘 字和画，久万山，愛婬珪川，堤置

守f、1問 博多小f↑，筑前荊［1．奥八女，豊前山間，’質前漁村，芯買甜 筑罪i平野，筑｛黛川域，豊11il楓柑 博劃・血，疵前中山，筑鶉早野，筑佳川域，筑衡寺揺，筑畿市

部，臭八女，豊前山悶，芯質畠

生　賀 佐抗ヰ野，イ閉海，玄樺謳，多艮山麗姓賀 佐賀平野，玄巌識

長　跨 醤闇壱岐1対賜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ 晶r“，松湘岩岐，五抽，対，鳴 籠早置岐，島原，栓湘磐嫉，五昂

照　＊ 同酷，八代、天草 阿郵，球府，照蒋胡ヒ，照‡近弼，八代，天草

大　分 豊提水道，凱紐傾山，久沌高吼11田盆地，剛1［半島 大牙卿｝，日田盆地 大分郊外，畳径水道，祖偲頗山，久1面【高原，日田盆地

宮　崎 高千憩，紙岡．米良，宮嗣舟，1鶏北箆，昂1壁盆地，宮筒日南 茸映山地，祁蜻盆地 高千租，栄良，霧高北麓，都墳盆地，日而

距児庵 毘児高，珊苗鳳，北面；摩，軍恥山醜，大隅1懸子乱 距児島種子島奄黄ゴこ品 鹿児畠，北醒蝋，霜畠山匝，大隅，｛亜子畠

沖　蝿 那覇，言古，八1宜出 那罰，八π〔山

なり各毬作るのに対して，aでは柏餅だけの傾向が強

い。

　aはラインM以東の近畿より東に，bはライソN以

’西の近畿より西に分布している。

　　分布の密度とa，bの近畿地方での重複を考慮して，

このa，bを分ける位置をライソNとする。　Nは前報4｝

のHライγに酷似している。

　　a十b（図2，その2－3，4）の束縁に沿うライソ

0は柏餅を作るか否かによってヨ本の食文化を東西に

分けるもので，前々報1｝のd，e，　kライyと類似の位置

に存在している。

，

2．餅を中心として

　でぎるだけ餅を作る地域を選んだ150地域を対象と

して得られたデソデログラムを図ユ（その2）に示し

た。変量数は餅を中心とした22である。

　大きくa，bに，’更にa1，　a2，　b1，　b2のクラスタ・一

に分かれる。これらのクラスターは，更に，それぞれ

hS・all，　a12，　b11，　b12に牙力・れる。それぞれのクラス

ターの内容は表3のごとくであり，図3にそれらクラ

スターの分布を示した。

　aでは殆ど餅を作らないが，bでは総てにおいて作

られている。aを更にクラスターに分けるものは，餅で

はなく，その他の食ぺ物（おこわ，その他の穀物料理，

他の馳走）によるものである。a2は太平洋側に分布し
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　　　　　　　東西食文化の日本海側の接点に関する研究（M）

（その1）柏餅を中心として（解析3）

　　　　　　　　　　　〔距離一致個数に基づく距離）

巨艮

離

46．

38．

3臼．7

23．

15．

7．7

3．

α

ち22

一b222

∬～e2：：S52112955023：t36　1253Ytlrt63芝58…i∈：714（二11三Ml193tP12a：：128£：113ilt：1B5

（その2）餅を中心として（解析4）

35、5

29．6

23、7

i7．8

11．9

5．

all

a

a’2

bl（ bl2

　　臼．
　　　　3ZEEI1231了15s　if！i21”r1“：143！12321：1t513931熈瑚捌了：i3】7臼1層2餌6弓47

（その3）綜類を中心として（解祈5）

　45，

　37．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．b2

　3臼．

　22．5

　15．

　7．5

　日．

　　　　　　　　　個体番号く分類呵変法β＝－s．25Ele｝

　　　　　　図1　各々の食のデータから得たデンデログラム
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東西食文化の日本海側の接点に閣する研究（m）

（その1）

図 記号 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数

1 ● a11 31 2 ● a2 24 3 ● b1 25 4 ● b21 18

1 ◎ a12 13

｛1｝

Ob・
ｮ

が

Op
も

識

〆
a

　　　　　　が　e
　　く2）

　　　　暴イe　°eb

♂

〆
♂

P
（3）

o肥》4

｛4｝

Ob　　4

04P

ウ

識
が

Op

ダ
a

渉

諏イ
　　　図2　柏餅類のデンデログラムに基づくクラスターの分布

　　　　　　　　　　　一ユ29　一一一一
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（その2）

図 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数

1 ● b221 21 2 ● b2 57 3 ● a 68 4 ● b 82

1 ◎ b222 18

｛1》

Cb・ S

｛2｝

oう・

　ぐ

が

Ve

紬

〆
o

oρ

も

識

’

’

　　　　　eゴ　o
　（3｝
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　　　　　　　　ず

Ob

A
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東西食文化の日本海側の接点に闘する研究（XI）
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東西食文化の日本海側の接点に関する研究釦）

（その2）

図 記号 内容 数 図 記号 内容 数

1 ● b2 7 2 ● b 64

’

（1｝

9e，
S

〔2｝

Vb　　4

D‘，

識
が

v4

識

〆
e

’

ている。

　全国的にほぼ均一に分布しているbは，更に分ける

ことができる。その中で，b2は真餅が少なく摘返餅や

粉餅が多いのが，b12では餅の他に柚餅，綜，その他の

ご馳走が多いのが特徴的である。

　本来の餅，橋の真餅を作るbll地区は日本海側に多

い傾向が認められる。bllに焦点を合わせて引いたラ

インがPである。山陰，北陸，東北地方を合わせた地

方と，その他の地方とを区別するライソは，自家醸造

味噌用の自家製する米麹の分布5｝の南を限るライソと

位置がよく一致する。このライソ以北は気候風土上，

米作に適し，生産が卓越していることと関係するもの

と考えられる。

　aは全国的に分布しているが，強いて言えぽ，東北・

北海道，加えて日本海側に薄い傾向が認められる。

　以上の分布図から認められるように，節句餅でもっ

て日本め食文化をクリヤーに地域区分することはでき

ない。これは，餅作りが全国的に普遍化しているため

と考えられる。

3．綜を中心として

　できるだけ綜類を作る地域を選んだ工50地域を対象

として得られたデソデログラムを図1（その3）に示

した。変量は，表4に示すごとく，綜，笹団子，粒綜

を中心としている。笹などの植物葉・皮で中身をきち

んと包み縛ったものをi踪類としてまとあた。変量数は

30である。

　大きくa，bに，更にal，　a2，　b1，　b2のクラスター

に分かれる、これらのクラスターは，更に，a2はa2111

からa222にまで分かれる。それぞれのクラスターの内

容は表4のごとくであり，図4にそれらクラスターの

分布を示した。

　aの場合，殆ど笹団子及び粒綜を作らないa1を除い

て，残りのa2では，総てにおいて綜を作っている。

　a1では綜類3着総てを作らないが，その代わりに柏

餅，「おこわ」，餅などを作っている。主にライソ以東

の東日本に分布している。

　綜を包む植物の葉は，笹と茅葦類とがほぼ半々であ

るが，a2111とa222では茅葦が卓越している。こ．の両ク

ラスターは一数して，ラインR，Sに囲まれた南近畿
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東西食文化の日本海側の接点に関する研究（Xi）

（その1）

図 記号 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数

1 ● a1 27 2 o a2111 32 3 ● a212 7 4 ● a21 54

2 ◎ a2112 15
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図4　綜類のデンデログラムに基づくクラスターの分布
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（その2）

図 記号 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数 図 記号 内容 数

1 ● a221 33 2 ● a2 Io3 3 ● a 130 4 ● b1 12

1 ◎ a222 ユ6 4 ◎ b2 8

｛1｝

恥4

S

o

〆

姻
〆
a

．凸

　　　　lllci，｛i！イe　aCb　T

｛3｝

〆
d

説

説

》

c）tD

　　　　議イe　aebti　m

　　　　　　　〆
　　　　　ii　）・o：　a
　（4，

1コb

　ぐ

V
O
9ner　e．，，

．9xt
●　　 ．●

●

●

よ

b

一一　136　一



東西食文化の日本海側の接点に関する研究（XI）

　　　　　　　　　　　ダ

　　　　　　　ウd　　a

　　　　　　Op

　　　　　論イ偽

説

図5　節句の食のラインから日本の地域区分の試み

から四国，北九州に分布している。これらの地域では，

柏餅作りにサルトリイバラがよく利用されている。

　a2では綜が主役であるのに対して，　bでは粒綜が主

である。blは秋田，山形，福島，新潟の4県に分布し

ており，三角形の粒椋がこの4県でみ認められること

を意味する。これを囲むライソUは前凌報）のライソX

とよく一致する。

　b2はライソVで囲んだ九州西南部にあって，独特の

「アク綜」を作る。この地域は前々報nのライソx’で囲

まれた地域と一致する。

　笹団子は全体として少なく，主にb1地域のうち新

潟，福島で作られている。

　結局のところ，節句の綜類によって食文化は主ライ

ソTによって東西に分けられ，これは前々鞭）のライ

ソmとよく一致する。

4．総合して

　端午の節句の食に関する主要ライソ，柏餅の0ライ

ソ及び綜のTライソから，日本は図5のように地域区

分が可能であると考えられる。クロスする2本のライ

ソから，1～4地区に区分される。

　（1）は新潟県の大部分を含む東北・北海道地方，②は

近畿日本海側から佐渡に至る北陸地方，㈲は長野県東

部，山梨県，静岡県を含む関東地方，｛4）は愛知県以西

の西日本である。

　（1〕は柏餅を殆ど作らなく，替わりに餅が主体の地域

である。その他，粒綜がよく作られる地域（秋田，福

島，山形，新潟県）も含まれる。

　｛2｝は柏餅が殆ど作られなく，綜が主体である。餅も

かなりよく作られるe

　⑧は柏葉で包む柏餅が主体であり綜が殆ど認められ

ない。餅はよくf乍られる。

　（4）は西日本の広い地域をカパーするものであって，

主体は．サルトリイバラまたは柏葉で包む柏餅である。

綜類もよく作られるが，餅は他地域より少ない傾向で

ある。その他，九州南西部で粒綜もよく作られている。

日本の東北と南西都に飛び地的に粒綜が存在すること

に興味が持たれる。

結 び

　前報珊に引き続き，端午の節句について，その祝い

のための食にポイソトを置いて，全国的な地域性の区

分をクラスター分析法を用いて検討した。

　その結果，柏餅，餅，綜について，幾つかのライソ

を引くことができた。主要のものとして，近畿北部か

ら東北地方南部に向けて引かれるライソ及び佐渡の束

から長野県を南下して太平洋岸に至るライソの存在を

認めた。これらのライソを組み合わせて，日本を節句

の食から東北，北陸，関東，広い西日本の4地域に区

分できるものと考察した。

　なお，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生

活文化財団に深謝致しますe

文 献

1）本間伸夫他：東西食文化の日本海側の接点に関

　する研究（VIII），県立新潟女子短大研究紀要，33集，

　1（1996）

2）聞き書・日本の食生活全集，農文協（1984～1993）

3）　石原辰夫ほか：Lotus　l－2－3活用多変量解析，共

　立出版（1990）

4）本間伸夫他：東西食文化の日本海側の接点に関

　する研究（X），県立新潟女子短大研究紀要，34集，

　（1997）

一137一


